
 

 
県立川崎高等学校 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 13日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒にとって
より望ましい進
路を実現するた
めに、新学習指
導要領の教育課
程の編成と履修
指導の工夫に取
り組む。 
 
②学習意欲を高
めるための生徒
の「主体的・対
話 的 で 深 い 学
び」を積極的に
取り入れた授業
改善を進める。 

 
 

 

①新学習指導要
領の３年目の完
成年度を迎える
にあたり、多様
な生徒の学びの
保障と希望進路
の 実 現 の た め
に、さらに充実
した履修指導を
行う。 
 
②様々な教授法
や ICT 機器を有
効活用し、学習
内容の定着を図
り、各教科、総
合的な探究の時
間を中心とした
学びの中におい
て SDGs の視点
を養わせる。 

①定期試験や学校
行事等の実施時期
や在り方について
関連グループと連
携し検討した年間
行事予定を実施す
るなかでの問題点
等の検討をする。
また、生徒の希望
進路の実現のため
に、キャリアグル
ープと連携し履修
指導の充実を一層
図る。 
 
②ICT 機器を活用
する方法を教員
間 で 共 有 し た
り、授業改善に
向けた研修を実
施する。また、
生徒の SDGs に対
する意識を高め
るように教員間
で連携する。 
 

①教育目標を実
現するための教
育課程を実施す
ることができた
か。関係グルー
プと連携し掲げ
た目標を実現す
ることができた
か。 
 
②ICT 機器を教
育活動で積極的
に活用し、より
よい授業を実施
できたか。 
SDGs を身近な問
題として意識さ
せ、学びを深め
ることができた
か。 

①７月の前期期末
試験については、
授業時数のバラン
ス等において問題
がある。しかし、
現在の入試状況を
考えると仮評価を
出すことが必要に
なるので、変更す
ることはできな
い。 
履修指導につい
て、現行の学習指
導要領に合わせ
て、問題なくでき
ている。 
②ICT 機器研修会
や授業公開期間を
設け、教員の授業
力向上を図った。
モニターやクロム
ブックなどの ICT
機器を活用して授
業を実施する教員
が増えている。総
合的な探究の時間
では、各種講演会
を実施した。ま
た、全日制では、
生徒全員がＳＤＧ
ｓについて調べ学
習・スライド作成
を行い、クラスで
発表した。 
 

①再来年度の入試科
目の予定が出てきて
いる中で実施状況を
確認して、履修指導
に当たる必要があ
る。また、共通テス
トの数学Ｂ、数学Ｃ
が必要になるので履
修順序の検討が必要
になる。 
 
 
 
 
 
 
②ICT 機器が授業に
必須であるという前
提で教育活動に臨め
るように、教員間の
さらなる連携・協
力、意識の向上が必
要である。 
次年度はＳＤＧｓ指
定校６年目であり、
仕上げの年度になる
ので、実施内容の準
備・計画を行い、有
意義な内容とする。 

①生徒の進路実現のた
めに前期期末試験の日
程を９月から７月に変
更したことは理解でき
る。生徒にとって不利
にならないように検討
を継続してもらいた
い。履修指導について
も生徒の進路実現に向
けて取り組んでもらい
たい。 
 
 
 
②ICT 機器を活用した
授業を行っていること
は理解した。生徒１人
１台端末の利用につい
ては、教員間で連携し
研究を継続する必要が
ある。SDGｓの学習成
果を生徒の進路や学習
につなげてもらいた
い。 

①卒年次の総合型選抜、学校推
薦型選抜に対応するため、前期
期末試験の時期の変更は難し
い。 
履修指導について、問題なく実
施できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ICT 機器を授業内で積極的に
活用できているが、１人１台端
末の活用状況については、不十
分である。教員間で活用方法を
教え合い、授業内での活用を推
進する。総合的な探究の時間に
おいて、各課程、年次毎に適し
た題材・内容を取り上げて、
SDGｓの学習に励むことができ
た。SDGｓ探究学習は、生徒が
興味を持って、調べ学習に臨む
ことができた。 
 

①履修指導について、継続でき
るように学務グループのメンバ
ーをはじめ、職員全体に教育課
程の理解を求める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ICT 推進委員会を中心に ICT
機器活用研修会を実施し、教員
間で連携し、教員の ICT 機器活
用能力を高める。SDGｓへの取
り組みは、学校の教育活動全体
で実施できるように、総合的な
探究の時間の企画・実施に加
え、各教科や特別活動でも SDG
ｓを取り上げる。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒指導・外
国人支援・教育
相談・地域との
連携の充実を図
る。 

 
 

②生徒がお互い
を尊重し、協力
できる体制を構
築する。 
 
 
 
 
 

①各種研修会、
年次集会を通し
て、生徒の規範
意識の向上を図
る。 
SC・SSW・多文
化コーディネー
ターとの連携を
図り、円滑な支
援を目指す。 
 
②感染症対策緩
和に応じた学校
行事のあり方を
検討し、着実に
実施していく。
また、行事への
生徒の関わりを
増やし、協力体
制を構築する。 

①各年次で計画
的な研修を実施
する。また年次
の生徒の状況を
踏まえて集会等
での継続的な指
導を行う。教員
研修等を行い、
教職員の教育相
談的視点とスキ
ル の 向 上 を 図
り、円滑な外部
連携に繋げる。 
 
②学校行事のあり
方や時期を生徒の
意見を集約する。
また、生徒会、実
行委員会で検討
し、生徒の主体性
を引き出せる形で
実施する。 

①各年次で研修
会を実施できた
か。生徒状況を
集約し、各年次
の生徒指導に活
かすことができ
たか。校内の要
支 援 者 を 把 握
し、必要な支援
につなげること
ができたか。 
 
②一人ひとりの
行事の振り返り
を検証し、達成
感や満足感を高
めて実施できた
か。本校の満足
度調査の「学校
行事に満足して
いますか」にお
いて、昨年度よ
り満足した割合
が増えたか。 
   

①各年次で計画的
な研修を実施し
た。外国人支援に
関する課題を集約
することができ
た。SC による教
育相談研修会をオ
ンデマンド形式で
実施した。 
 
 
 
②体育祭、文化祭
ともに全校生徒
（全日制・定時
制）へのアンケー
トを実施した。そ
れらを集約し、生
徒会でまとめ、検
討が必要な項目を
精選した。時期や
業務内容は他グル
ープとの連絡調整
中である。 
 
 

①引き続き継続的な
指導を行い、生徒の
規範意識の向上を図
る。外国人支援に関
する校内体制につい
て、業務を精査し、
円滑な支援に繋がる
よう業務分担の調整
を図る。 
 
 
 
②行事の時期につい
ては、年間計画と授
業時数とのバランス
を考慮し、適切な時
期に設定する必要が
ある。また、体育
祭・文化祭について
は、目的と目標を切
り分け、生徒の主体
性を引き出す運営を
心掛ける。 

①サポートドックの活
用や SC・SSW との連携
を図った教育相談が生
徒にとってよい効果と
なることを期待する。
外国につながりのある
生徒への支援体制をさ
らに強化してもらいた
い。日本語能力差があ
る生徒への対応を継続
してもらいたい。 
 
②制限のない学校行事
が可能になり、生徒が
積極的に参加できる体
制を強化してもらいた
い。 

①各年次で連携を図りながら継
続的な生活指導を行うことがで
きた。特別指導(全日)や近隣か
らの苦情は減少したが、交通事
故、遅刻、ID忘れなどの指導件
数は年間を通じて変化がなかっ
た。教育相談においては、サポ
ートドックも活用し、新たな切
り口で支援に繋げることができ
た。外国人支援においては、日
本語能力差に対応する学習支援
の取組が課題である。 
②体育祭、文化祭ともにアンケ
ート結果は良好であった。コロ
ナ禍あけで、制限が緩められ、
さまざまな意見が挙げられた。
各パート、部活動、生徒会の担
当の改善点を来年度に生かした
い。 

①生徒の自主自律を促せるよ
う、継続的な生活指導を行うと
ともに、繰り返し生活指導の対
象となる生徒に対して、教育相
談を勧めるなど多面的な支援を
検討する。外国人支援において
は、個別から一般講座への移動
や、日本語講座の展開について
再検討する。 
 
 
 
②体育祭、文化祭ともに、今ま
での経緯を踏まえて様々なパタ
ーンを考えた。総合的な探究の
時間や他の行事との兼ね合いを
考慮して、メリットとデメリッ
トをあげ、総合的に判断して決
定した。 
生徒の主体性を引き出すため
に、実行委員内の組織を再編し
た。 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 13日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

情報化社会の中
で生徒が自己実
現と自立を果た
すため、望まし
い職業観等に基
づいたキャリア
を持続的に形成
できるように、
キャリア教育の
充実と進路支援
体制の構築を図
る。 

①生徒自らキャ
リアデザイン・
キャリア形成が
できるようにな
るための進路指
導に取り組む。 
 
②生徒自ら必要
な進路情報を入
手できるように
情報発信を随時
行う。 
 
③進路相談室と
自習室の利用者
人数を上げる。 

①入試講義、分野
講演、学校紹介、
模擬授業等の分科
会を多く設定し、
進学に対する意識
の向上や職業観の
育成に結び付く進
路ガイダンスを行
う。 
 
②川崎高校キャリ
ア支援ポータルサ
イト、Google 
Workspace 等を活
用して進路に関す
る情報を細かく発
信する。 
 
③進路相談室の開
放回数を上げ、自
習室と合わせて快
適な空間になるよ
うに環境整備す
る。 
 

①生徒自らキャ
リアデザイン・
キャリア形成が
できているか。 
 
②生徒自ら必要
な進路情報を入
手してそれぞれ
の進路に応じた
行動が取れてい
たか。 
 
③利用者人数が
上がったか。 
 
 

①各課程別に、そ
れぞれの年次に合
わせた進路ガイダ
ンスを設定した。
コロナ禍前の体験
授業やワークショ
ップ等も実施でき
た。 
 
②Google Work 
Space を活用する
ことで、進路情報
を発信できた。特
に、卒年次におい
ては全日制・定時
制合同のクラスル
ームを開設し、共
通の情報が届くよ
うに工夫した。 
 
③昨年度までは、
週２回の開放だっ
たが、面談等の行
列を避けるため予
約制を取ってい
た。卒年次を中心
に気軽に利用でき
るようにした。 

①進路ガイダンスを
イベントで終わらせ
るのではなく、普段
の学校生活に繋がる
ものにしていきた
い。学習習慣や進路
意識等に効果が表れ
るように計画してい
く。 
②Google Work 
Space を活用した進
路情報の提供や発信
については十分でき
ている。他のツール
や発信の仕方を工夫
する等を検討してい
きたい。 
③卒年次では、求人
票公開時期や年内入
試の受験期で利用者
が多かった。一方
で、１・２年次の利
用者が少ない。今後
は、１・２年次にも
進路相談室の利用を
促し、該当年次に適
切な情報を提供した
い。 

①様々な進路へ対応す
るために進路ガイダン
ス等を定期的に行って
おり、評価できる。 
 
 
 
 
②生徒が求めている情
報を確実に把握し、迅
速に情報提供できる体
制の強化を進めてもら
いたい。 

 

 
③進路相談室を整理
し、生徒が活用しやす
い環境を提供している
ことは評価できる。
１、２年次にも情報提
供し、利用回数を増加
してもらいたい。 

➀各課程、年次に合わせたガイ
ダンスを実施することができ
た。今後も高校３年間を見据え
た進路ガイダンスを企画してい
きたい。ガイダンス前の意識付
けや、後の振り返りについては
工夫が必要である。 
 
②主にクラスルームを活用し、
進路情報を発信することができ
た。特に、卒年次において全定
合同のクラスルームを開設する
ことで、課程による情報の偏り
を防ぐことができたため、今後
も継続していきたい。 
 
③進路室当番を決め、開かれた
進路室を心がけた。卒年次の利
用が多かったが、１、２年次の
利用は少なかったため、今後の
課題である。 

➀進路ガイダンスを行う意義を
グループ・年次で共有し、生徒
に伝えていく。また、業者とも
綿密に打ち合わせを行い、ガイ
ダンス前後の内容も含めて検討
していく。 
 
 
②クラスルームに加え、生徒の
目に入るよう、インフォメーシ
ョンボードや進路室周辺の掲示
を工夫していく。 
 
 
 
 
③進路室当番は継続し、進路室
の存在をより広く知ってもらう
ために、三者面談期間なども活
用していく。 

４ 地域等との協働 

地域を通して社
会に貢献し、積
極的に地域と協
働できる学校作
りを進める。 
 
 
 
 
 
 

①他グループと
連携しながら学
校 HPを更に整備
し、学校の特色
と魅力を地域へ
わかりやすく発
信する。 

①昨年に引き続
き、入学希望者の
ページを充実した
ものにすると同時
に、トップページ
を整理し、わかり
やすくする。ま
た、定時制の情報
が埋もれぬよう改
善する。 

①学校 HPや説明
会等の学校教育
活動全体を通し
て、学校の特色
や魅力を理解し
てもらえたか。 

①学校ＨＰについ
て、特に「入学希
望者の方へ」のペ
ージを見やすくす
るとともに、情報
発信を早くするこ
とができた。ま
た、事前に学校動
画を見てから参加
する人が圧倒的に
増えた。 

①入選情報等につい
ては、常に最新の情
報発信を心がける。 
コロナ禍以降の説明
会等のあり方につい
て、再検討の必要が
ある。 

①説明会等の充実で、
定時制の競争率が出た
ことは評価できる。 
周辺の中学校からの入
学割合はどうか。 
→定時は授業が夜遅く
まであるため、近い学
校から来る者が多いが
全日は少し遠いところ
からも来ている。 

①地域との連携、魅力の発信に
注力してきた。コロナによる制
限が緩和され、今までできてい
なかった規模での説明会や見学
会の実施ができた。アンケート
の評判も良かった。事前に学校
の説明動画を YouTube などに掲
載しスムーズかつ内容のある実
施ができた半面、コロナ前の内
容との融合が必要な部分が課題
として浮かび上がった。 

①コロナ前の実施内容を精査
し、コロナ禍で定着した、ＨＰ
での動画配信等の利便性を考慮
しつつ、実際の授業の様子や生
徒自身からの情報発信を積極的
に検討していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

生徒、保護者、
地域社会に信頼
される学校運営
を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒・職員の
防災に対する意
識を高めるため
の効果的な施策
を構築していく 

①避難訓練だけ
でなく、防災に
ついての広報を
年間を通じて実
施する 
②職員に対して
ＤＩＧなどの研
修を実施してい
く 

①防災に対する
広報活動が効果
的に実施できた
か。 
②研修等を通し
て職員の防災に
対する意識と対
応力がたかまっ
たか。 
 

①避難訓練につい
て授業中に実施
し、教諭・講師・
生徒がより実際の
状況に近い形で避
難方法や動きを確
認することができ
た。 
 
②ＤＩＧを実施
し、消防署の指導
をフィードバック
しながら教員・生
徒に机上における
避難経路の確認を
実施した。また、
12 月には教員向
けマニュアルにつ
いての研修を実施
し、災害時の学校
全体としての動き
を確認できた。 

①避難訓練について
は、さまざまな状況
に応じた形での避難
訓練を行っていく。
生徒への情報提供に
ついても有効な手立
てを考えていく。 
 
 
②研修において、マ
ニュアルの内容の確
認だけでなく、マニ
ュアルに沿った職員
の動きを実際に実施
して、有事の際行動
できるようにしてい
く。 

①防災訓練の授業内で
の実施や、防災研修の
実施は評価できる。 
教育環境の整備、防災
やＩＣＴの整備を引き
続き継続してもらいた
い。 
 
②職員の防災に対する
意識を高める取組を継
続してもらいたい。 

①効果的な防災訓練等を実施す
ることができたが、さまざまな
状況に応じた訓練の必要があ
る。 
 
 
 
 
②消防署や危機管理課と協働
し、生徒向けＤＩＧや学校防災
マニュアルを用いて職員研修を
行い、防災力の向上を図ること
ができたが、有事の際に行動で
きるようにしていく。 

①最先端の防災研究を踏まえ
た、より実践的な防災訓練等を
計画・実施していく。 
 
 
 
 
 
②ＤＩＧや研修を行う際、マニ
ュアル等に沿った“実際の動
き”を入れた形で計画・実施し
ていく。 

 


